
A

償
な
ど
多
く
の
課
題
が
残
る

▼
当
時
の
震
災
か
ら
３
か
月
、

酪
農
家
の
男
性
が
自
ら
命
を

絶
っ
た
。
新
築
し
た
堆
肥
舎

の
壁
に
残
さ
れ
て
い
た
「
原

発
さ
え
な
け
れ
ば
。
残
っ
た

酪
農
家
は
原
発
に
負
け
な
い

で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
衝
撃
的
だ

っ
た
▼
中
部
電
力
で
は
浜
岡

原
発
の
再
稼
働
に
向
け
た
原

子
力
規
制
委
員
会
の
審
査
で
、

原
発
の
耐
震
設
計
の
基
準
と

な
る「
基
準
地
震
動
」の
評
価

が
過
小
と
な
る
よ
う
、
デ
ー

タ
を
意
図
的
に
操
作
し
て
い

た
こ
と
が
発
覚
。「
安
全
に
直

接
関
わ
る
審
査
デ
ー
タ
の
捏

造
は
明
ら
か
な
不
正
行
為
」

と
批
判
さ
れ
た
▼
東
京
電
力

柏
崎
刈
羽
原
発
６
号
機
は
、

再
稼
働
し
た
直
後
に
制
御
棒

の
制
御
盤
で
ト
ラ
ブ
ル
が
発

生
し
、
原
子
炉
を
停
止
さ
せ

る
事
態
と
な
っ
た
。
不
具
合

を
対
策
し
再
稼
働
し
た
が
、

不
安
は
拭
え
な
い
▼
北
海
道

で
も
鈴
木
知
事
が
北
電
の
泊

原
発
３
号
機
の
再
稼
働
に
正

式
に
同
意
を
表
明
し
た
。
来

年
の
早
い
時
期
の
発
電
再
開

へ
準
備
を
進
め
て
い
る
▼
新

し
い
国
会
内
で
も
原
発
ゼ
ロ
、

気
候
対
策
を
掲
げ
る
政
党
が

少
数
と
な
っ
た
。
原
発
事
故

を
風
化
さ
せ
ず
、
被
災
者
の

想
い
に
心
を
寄
せ
る
政
治
へ

の
転
換
を
願
い
た
い
。（
た
）

東
日
本
大
震
災
、

福
島
第
一
原
発
事

故
か
ら
15
年
。
今

も
地
元
に
帰
れ
な

い
人
た
ち
や
被
災

者
の
方
々
へ
の
補

道北勤医協一条通病院道北勤医協一条通病院・・一条クリニック一条クリニック
無料無料・・低額診療のご案内低額診療のご案内

　コロナ禍以降、生活に関わる全てのものが値上げされ、私たちの暮らしは厳し
さを増しています。そのような中で、これまで通りの生活ができなくなった人た
ちや仕事を失い経済的な理由から病院の受診を控えて、治療が遅れてしまう事例
が発生しています。今月号では一条通病院、一条クリニックへの相談の一部もご
紹介しながら「無料・低額診療制度」をご案内します。

お金の心配はいりません。まずはご相談ください。
【無料・低額診療制度とは？】
　体調不良等で仕事ができなくなり、収入が減少し、生活保護世帯
に近い収入で保護を受けることができない方を対象に医療費の窓口
負担が半額または全額免除される制度です。
【薬代の公的助成】
　無料・低額診療を利用されている方が薬局で調剤処方をされた
場合に費用の全額又は一部を助成する制度があります。支払い方
法は、償還払いと委任払い方法の２通りあります。薬代の公的助
成は旭川市の他、東神楽町、東川町、美瑛町でも実施しています。

一条通病院に寄せられた相談から
■ 家族全員、体調不良でも受診をがまん
　�　40代女性は家族４人暮らしです。夫は勤めていた会社の経営
不振により１年前に職場を解雇され、その後は夫婦で自営業を
行っていましたが、光熱費・物価高騰により経営状態はひっ迫。
さらに子どもたちの入学や修学旅行費用で大きな出費が重な
り、医療費の支払いは厳しいと考え、受診を控えていました。
家族全員、体調不良でも病院には行かずに市販薬で済ませてい
ましたが、制度が適用されて受診できるようになりました。

■ 脳梗塞後、復職は困難
　�　70代男性は脳梗塞後のリハビリ目的で一条通病院に転院し
てきました。失語と左上下肢麻痺の後遺症があり、復職は困難
な状態でした。預金もなく、収入状況は生活保護相当だったの
で生活保護の相談をしましたが、一定額の年金があり、入院中
の基準では生活保護の対象になりませんでした。退院後に生活
保護を申請するため、入院中は無料・低額診療を利用し、安心
して療養することができました。

無料・低額診療制度の利用方法
■�経済的な理由で医療費の支払いが困難な方が対

象となります。
　・保険証をお持ちでない方
　・�国民健康保険の短期保険証、資格証明書が発行さ
れ困っている方

　・�リストラや失業で一時的に収入がなく、困ってい
る方

　・�病気や障害などのため、収入がなくなって困って
いる方

　・医療費の支払いをすると生活に困難が生じる方
　・就学援助世帯の方（世帯の方全員が対象）

■手続きについて
①�案内窓口や受付、近くの職員にお申し出下さい。
　面談をさせていただきます。

➡
②�ソーシャルワーカーや職員が事情を伺います
　（プライバシーは厳守します）。
　・�お身体の状態や生活状況などを伺い、公的な制度
の活用なども含めてご相談いたします。

　・�無料・低額診療制度を申請する際に収入状況が確
認できる関係書類を提出していただきます。

　　（給与明細、源泉徴収、年金通知、預金通帳等）
➡

③�面談と関係書類をもとに審査を行い、自己負担金の
免除や減額を決定します。
※�基準は国で定める生活保護法による生活保護基準の
150％以下です。

【相談先】
無料・低額診療についてのお問い合わせは
　○一条通病院（0166－34－2111）
　○一条クリニック（0166－34－1136）
までお問い合わせ下さい。

かたくりの郷でも老人保健施設の「無料・低額診療事業」が利用できます
お問い合わせは　老人保健施設かたくりの郷（0166-63-1165）まで

「「お金お金ががないない」」でで受診受診することをすることをあきらめないであきらめないで

(1) 2026年3月 第599号道 北 の 医 療

〒078-8341 旭川市東光１条１丁目
　　 ＴＥＬ　0166－33－1117
　　 ＦＡＸ　0166－32－6925
　　 発行者　橋本浩德

発　　行　　所一条通病院	 旭川市東光１条１丁目� 34‐2111
旭 川 医 院	 旭川市神楽３条４丁目� 61‐1117
宗 谷 医 院	 稚内市末広３丁目�（稚）24‐1117
ながやま医院	 旭川市永山５条11丁目� 46‐2211
一条クリニック	 旭川市東光１条１丁目� 34‐1136
かたくりの郷（老健）	旭川市神楽３条４丁目� 63‐1165
ぬくもりポート	 旭川市神楽３条４丁目� 73‐7757
看多機なかま	 旭川市神楽３条４丁目� 73‐4165
ケアプランセンターかぐら	 旭川市神楽３条４丁目� 73-3914
宗谷さわやかポート	 稚内市末広３丁目� （稚）24-2223

道北勤労者医療協会
社会医療法人



　
３
月
17
日
（
火
）、
午
後

２
時
か
ら
「
あ
か
つ
き
法
律

事
務
所
」
の
畑
地
雅
之
弁
護

士
が
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。

※�

予
約
制
で
す
。
前
日
ま
で

に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
連
絡
先
33-

０
８
５
４（
友

の
会
連
合
会
）

友
の
会
無
料
法
律

相
談
の
お
知
ら
せ

道北勤医協一条クリニック お手軽健康チェックのご案内
　普段健診を受ける機会がない方や忙しくて受けられない方に気軽に短時間・低価格で
自分が気になる検査を受けることができます。予約など面倒な手続きがなく、保険証も
必要ありません。受けたい時に受けたい検査をすることができます。患者さんのお見舞
いや付き添いの合間に受けることができるお手軽な健診です。

　 検査メニュー 　
① 血糖検査 500円 血糖値が気になる方、糖尿病の早期発見に役立ちます。

（※正確な検査結果を希望される方は、空腹で来院されることをおすすめします。）

② 脂質検査 500円 コレステロールや中性脂肪の検査で、動脈硬化や脳卒中の危険因子となります。
（※正確な検査結果を希望される方は、空腹で来院されることをおすすめします。）

③ 肝機能検査 500円 「沈黙の臓器」といわれている肝臓、肝臓疾患の早期発見に役立ちます。
④ 痛風検査 500円 尿酸値の検査で尿酸値が高いと痛風になる可能性があります。
⑤ 貧血検査 500円 貧血が気になる方におすすめです。

⑥ ピロリ菌（尿中） 1000円 ピロリ菌は、胃に感染し胃炎や胃がんの原因になると言われています。
（※陽性の場合、胃カメラ検査が必要になります。）

⑦ おすすめセット 1200円
①血糖値・②脂質・③肝機能がセットになってお得です！！
※治療している疾患の検査は、対象外となります。
（例）糖尿病治療中 → ①の血糖検査

受付時間は平日の９：00 ～ 12：00、14：00 ～ 16：00です。

健診の流れ

受付・申込み 採血・採尿お会計 ご帰宅 結果が１～２週間
で届きます。

お問い合わせ　　道北勤医協一条クリニック　　電話０１６６－３４－１１３６

地
域
の
草
の
根
運
動
で

■�

寿
バ
ス
カ
ー
ド
の
負
担
増

中
止
を
求
め
る
要
望

　
１
月
19
日
、
道
北
勤
医
協

が
加
盟
す
る
明
る
い
旭
川
の

会
は
、
寿
バ
ス
カ
ー
ド
の
負

担
増
中
止
を
求
め
る
要
請
書

を
署
名
１
８
６
４
筆
添
え
て

旭
川
市
に
提
出
し
ま
し
た
。

代
表
委
員
の
荻
生
和
敏
さ
ん

は
、「
高
齢
者
の
社
会
参
加

や
福
祉
の
増
進
の
上
で
寿
バ

ス
カ
ー
ド
は
重
要
な
事
業
で

す
。
負
担
増
で
は
な
く
、
地

域
公
共
交
通
の
充
実
に
こ
そ

取
り
組
ん
で
下
さ
い
」
と
要

望
し
ま
し
た
。
担
当
部
局
か

ら
は
、「
貴
重
な
ご
意
見
と

署
名
を
い
た
だ
い
た
こ
と
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
も

負
担
増
に
反
対
す
る
声
が
多

数
あ
り
、
こ
の
制
度
の
重
要

性
が
高
い
と
認
識
し
て
い
ま

す
」
と
回
答
し
ま
し
た
。
道

北
勤
医
協
や
友
の
会
か
ら
も

多
く
の
署
名
が
集
約
さ
れ
ま

し
た
。
ご
協
力
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

■�

介
護
保
険
認
定
の
遅
延
改

善
を
要
請

　
道
北
勤
医
協
と
あ
さ
ひ
か

わ
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
は
、
旭
川

市
の
介
護
保
険
課
に
対
し
、

こ
の
間
新
聞
等
で
も
報
道
さ

れ
て
い
る
要
介
護
認
定
の
遅

延
改
善
の
要
請
を
行
い
ま
し

た
。
介
護
保
険
認
定
の
遅
延

に
つ
い
て
は
、
昨
年
５
月
の

意
見
交
換
会
で
も
要
請
し
、

市
の
担
当
者
か
ら
も
人
員
を

確
保
し
、
遅
延
状
況
は
改
善

さ
れ
つ
つ
あ
る
と
の
回
答
で

し
た
が
、
一
条
通
病
院
医
療

福
祉
課
の
調
査
で
は
、
介
護

保
険
の
申
請
か
ら
認
定
調
査

の
結
果
が
出
る
ま
で
２
か
月

以
上
か
か
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
介
護
保
険
を
利
用
す

る
利
用
者
さ
ん
、
サ
ー
ビ
ス

を
計
画
す
る
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
や
介
護
事
業
所
に
も
支

障
が
出
て
い
る
状
況
で
す
。

他
市
町
村
と
比
較
し
て
も
旭

川
市
の
認
定
調
査
の
結
果
は

遅
く
、
遅
延
解
消
の
た
め
の

具
体
的
な
計
画
や
人
員
配
置

を
厚
く
す
る
こ
と
な
ど
を
要

望
し
ま
し
た
。

■�

高
齢
者
補
聴
器
購
入
費
助

成
制
度
の
正
規
事
業
化
を

求
め
る
請
願

　
旭
川
市
で
は
２
０
２
４
年

に
高
齢
者
補
聴
器
購
入
費
助

成
制
度
が
モ
デ
ル
事
業
と
し

て
開
始
さ
れ
２
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
24
年
度
は
50
人
、

25
年
度
は
１
０
０
人
の
募
集

人
数
に
対
し
、
こ
の
２
年
間

で
応
募
数
は
延
べ
８
０
０
人

以
上
と
５
倍
を
超
え
る
倍
率

に
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者

市
民
の
切
実
な
要
求
が
こ
の

数
字
に
な
っ
て
表
れ
て
い
ま

す
。

　
１
月
30
日
、
年
金
者
組
合

旭
川
支
部
、
旭
川
生
活
と
健

康
を
守
る
会
、
新
日
本
婦
人

の
会
旭
川
支
部
、
道
北
勤
医

協
友
の
会
連
合
会
が
旭
川
市

に
対
し
て
補
聴
器
購
入
助
成

の
正
規
事
業
化
を
求
め
る
請

願
を
行
い
ま
し
た
。

応
対
し
た
福
祉
保
険

部
か
ら
は
、「
補
聴

器
の
助
成
が
介
護
、

認
知
症
予
防
な
ど
重

要
な
取
り
組
み
で
あ

り
、
高
齢
者
の
社
会

参
加
を
促
進
す
る
な

ど
一
定
の
効
果
が
あ

る
と
認
識
し
て
い

る
。
次
年
度
は
予
算

要
望
中
で
明
確
な
回

答
は
で
き
な
い
が
、

制
度
が
途
切
れ
な
い

要請を行う明るい旭川の会の方たち

介護認定の現状を伝えるあさひかわＳＯＳネット

請願書を提出する友の会連合会の佐々木輝明副会長
よ
う
に
し
た
い
。
ま
た
第
10

期
の
介
護
・
高
齢
者
事
業
計

画
の
中
で
本
格
実
施
を
検
討

す
る
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

よ
り
良
い
旭
川
へ

よ
り
良
い
旭
川
へ

忙しい方、忙しい方、
健診を受ける健診を受ける
機会がない方に機会がない方に
おすすめです！おすすめです！
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相
談
室
の
窓

相
談
室
の
窓

い
」「
こ
の
ま
ま
死
ん
で
も

い
い
」
と
強
く
拒
否
し
ま
し

た
。
医
療
費
負
担
や
過
去
の

入
院
経
験
で
の
苦
痛
が
不
信

感
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
し

た
。
数
日
後
、
家
で
倒
れ
て

い
る
と
こ
ろ
を
発
見
さ
れ
、

救
急
車
で
医
療
機
関
に
運
ば

れ
ま
し
た
。
検
査
の
結
果
、

　
セ
ル
フ
ネ
グ
レ
ク
ト
と

は
、
治
療
や
支
援
が
必
要
な

状
態
に
あ
り
な
が
ら
本
人
が

そ
れ
を
拒
否
し
、
健
康
や
生

活
を
著
し
く
損
な
っ
て
い
る

セ
ル
フ
ネ
グ
レ
ク
ト
と
は
？

ん
。
認
知
症
に
よ
り
病
識
が

低
下
し
、
自
身
の
体
調
悪
化

を
理
解
で
き
な
い
、
医
療
へ

の
不
信
や
被
害
的
思
考
、
過

去
の
入
院
で
の
苦
痛
体
験
、

体
調
悪
化
に
気
づ
き
助
言
し

て
く
れ
る
人
が
身
近
に
い
な

い
、
経
済
的
不
安
、
支
援
制

度
へ
の
不
信
感
や
理
解
不
足

な
ど
、
複
数
の
要
因
が
重
な

っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、単
に「
本

人
の
自
己
決
定
」
と
し
て
放

置
す
る
と
、
生
命
や
尊
厳
を

脅
か
す
結
果
に
つ
な
が
り
か

ね
ま
せ
ん
。

　
一
人
暮
ら
し
の
80
代
男

性
。
高
血
圧
と
糖
尿
病
の
既

脳
梗
塞
の
発
症
が
判
明
し
ま

し
た
。

　
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
を
は
じ
め
、
支
援
す
る
側

は
治
療
拒
否
の
背
景
に
あ
る

思
い
や
生
活
歴
を
丁
寧
に
理

解
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま

す
。
ま
た
医
療
機
関
だ
け
で

往
が
あ
り
、
最
近
は
足
の

運
び
が
悪
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。
妻
と
は
離
別
、
遠
方
に

姉
が
い
ま
す
が
、
日
常
的
な

交
流
は
あ
り
ま
せ
ん
。
年
金

収
入
は
月
額
７
万
円
程
度
。

訪
問
し
た
近
隣
住
民
が
受
診

を
勧
め
ま
し
た
が
、「
医
者

に
行
っ
て
も
ど
う
せ
治
ら
な

状
態
を
指
し
ま
す
。
近
年
、

高
齢
化
や
単
身
世
帯
の
増

加
、家
族・地
域
と
の
つ
な
が

り
の
希
薄
化
を
背
景
に
社
会

問
題
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

な
く
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
や
行
政
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
等
と
の
連
携
に
よ

り
、
多
面
的
に
支
え
る
体
制

づ
く
り
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

ま
す
。
医
療
現
場
や
地
域
で

は
、
明
ら
か
に
治
療
が
必
要

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
受

診
を
拒
む
、
服
薬
を
中
断
す

る
、
生
活
環
境
が
悪
化
し
て

も
改
善
を
望
ま
な
い
と
い
っ

た
形
で
表
面
化
し
て
い
ま
す
。

　
セ
ル
フ
ネ
グ
レ
ク
ト
の
背

景
は
一
様
で
は
あ
り
ま
せ

　
セ
ル
フ
ネ
グ
レ
ク
ト
は
個

人
の
問
題
で
は
な
く
、
社
会

全
体
で
向
き
合
う
べ
き
課
題

で
す
。
孤
立
を
防
ぎ
、
支
援

に
つ
な
が
り
や
す
い
地
域
づ

く
り
こ
そ
が
、
根
本
的
な
予

防
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

道
北
勤
医
協

社
会
福
祉
士
　
野
村
昭
典

みんなのみんなの
医療講座医療講座

シリーズシリーズ
　
発
熱
は
体
が
ウ
イ
ル
ス
や

細
菌
と
た
た
か
う
際
に
起
こ

る
生
体
防
御
反
応
で
す
。
体

内
に
病
原
体
が
侵
入
す
る

と
、
脳
の
視
床
下
部
が
指
令

を
出
し
て
体
温
を
上
昇
さ
せ

ま
す
。
こ
れ
は
ウ
イ
ル
ス
や

細
菌
の
増
殖
を
抑
え
る
効
果

が
あ
る
こ
と
と
、
体
温
が
高

い
（
38
℃
前
後
）
と
免
疫
細

胞
が
よ
り
活
発
に
働
く
た
め

で
す
。
た
だ
し
、
高
い
熱
が

続
く
と
体
力
を
消
耗
し
、
日

常
生
活
に
も
支
障
が
出
て
し

ま
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の

よ
う
な
時
に
役
立
つ
解
熱
鎮

痛
薬
の
使
い
方
に
つ
い
て
お

話
し
ま
す
。

解
熱
鎮
痛
薬
は
大
き
く
「
ア

セ
ト
ア
ミ
ノ
フ
ェ
ン
」
と

「NSAIDs

（
非
ス
テ
ロ
イ

ド
性
抗
炎
症
薬
）」
の
２
種

類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
ア
セ
ト
ア
ミ
ノ
フ
ェ
ン
は

胃
へ
の
負
担
が
少
な
く
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広

く
使
用
さ
れ
る
薬
で
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
時
に
も
比
較

的
安
全
に
使
え
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
一
方
、NSAIDs

に
は
イ

ブ
プ
ロ
フ
ェ
ン
、
ロ
キ
ソ
プ

ロ
フ
ェ
ン
、
ア
ス
ピ
リ
ン
な

ど
が
あ
り
、
炎
症
を
抑
え
る

作
用
を
併
せ
持
つ
の
が
特
徴

で
す
。
関
節
痛
や
生
理
痛
な

り
、
こ
れ
を
守
ら
な
い
と
副

作
用
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま

す
。
熱
や
痛
み
が
続
く
か
ら

と
い
っ
て
短
い
間
隔
で
重
ね

て
服
用
す
る
と
、
胃
の
不
調

や
腎
臓
へ
の
負
担
が
強
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
他
の
薬
と
の
成
分
の

重
複
に
も
注
意
が
必
要
で

す
。
例
え
ば
総
合
感
冒
薬
に

は
す
で
に
解
熱
鎮
痛
成
分
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
、
知
ら
ず
に
重
複
し
て
服

用
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
尚
、
医

師
が
処
方
し
た
風
邪
薬
の
場

合
は
、
１
日
の
総
投
与
量
を

考
慮
し
て
い
る
の
で
、
過
度

に
心
配
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
以
上
の
よ
う
に
解
熱
鎮
痛

薬
は
正
し
く
使
え
ば
発
熱
時

の
心
強
い
味
方
で
す
。
使
用

す
る
際
は
、
決
め
ら
れ
た
量

と
間
隔
を
守
る
こ
と
を
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。
迷
っ
た
時

は
薬
剤
師
や
医
療
者
に
気
軽

に
相
談
し
て
下
さ
い
。
今
回

の
内
容
が
皆
さ
ま
の
体
調
管

理
に
少
し
で
も
役
立
て
ば
幸

い
で
す
。

ど
炎
症
が
関
わ
る
痛
み
に
効

果
的
で
す
が
、
胃
の
不
快
感

や
腎
機
能
へ
の
影
響
な
ど
が

や
や
出
や
す
い
傾
向
が
あ
り

ま
す
。

ど
の
程
度
の
発
熱
で
解
熱
鎮

痛
薬
を
使
う
べ
き
で
し
ょ
う

か
。

　
一
般
的
に
は
38
℃
前
後
が

ひ
と
つ
の
目
安
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
先
述
し
た
よ
う
に
発

熱
自
体
は
体
の
防
御
反
応
で

あ
り
、
必
ず
し
も
す
ぐ
に
下

げ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
38
℃
以
上
で
つ
ら
い

場
合
、
頭
痛
や
関
節
痛
が
強

い
場
合
、
夜
間
に
眠
れ
な
い

場
合
な
ど
は
、
薬
を
使
う
こ

と
で
体
が
休
ま
り
、
回
復
に

有
利
に
働
く
こ
と
が
期
待
で

き
ま
す
。
一
方
、
37
℃
台
で

も
つ
ら
い
症
状
が
強
け
れ
ば

使
用
し
て
構
い
ま
せ
ん
。
体

温
だ
け
で
判
断
す
る
の
で
は

な
く
、
全
身
の
つ
ら
さ
や
生

活
へ
の
支
障
を
基
準
に
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

使
用
す
る
際
に
重
要
な
こ
と

　
さ
ら
に
解
熱
鎮
痛
薬
を
使

用
す
る
際
に
重
要
な
の
が
決

め
ら
れ
た
服
用
間
隔
を
守
る

こ
と
で
す
。市
販
薬
で
も「
次

の
服
用
ま
で
４
〜
６
時
間
あ

け
る
」
な
ど
の
決
ま
り
が
あ

会
話
で
き
る
く
ら
い
の
速
さ

で
歩
く
と
良
い
で
す
。

38℃は目安？
発熱と解熱鎮痛薬の使い方

小泉　洋卓道北勤医協一条通病院
薬剤科　科長

を
見
守
り
、
地
域
を
支
え
る

オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
的
な
プ
レ

イ
ヤ
ー
で
す
。

　
困
っ
た
時
に
何
で
も
相
談

し
て
下
さ
い
。
そ
れ
が
総
合

診
療
専
門
医
の
役
割
で
す
。

体
調
を
崩
し
た
時
、
ど
の
診

療
科
を
受
診
す
れ
ば
良
い
の

か
迷
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
　
頭
痛
や
め
ま
い
が

す
る
時
、
不
眠

が
続
く
時
…
　

そ
ん
な
時
に
ま

ず
ご
相
談
い
た

だ
き
た
い
の
が

総
合
診
療
専
門

医
で
す
。
患
者

さ
ん
の
声
に
耳

を
傾
け
、
生
活

習
慣
や
職
場
・

学
校
・
家
族
関

　
今
年
１
月
、
一
条
通
病
院

に
所
属
す
る
総
合
診
療
科
、

在
宅
医
療
部
部
門
長
の
西
村

涼
医
師
が
日
本
専
門
医
機
構

の
総
合
診
療
専
門
医
認
定
試

験
に
合
格
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
合
診
療
専
門
医
は
、
特

定
の
臓
器
や
疾
患
を
専
門
と

す
る
の
で
は
な
く
、
幅
広
い

視
野
で
患
者
さ
ん
や
ご
家
族

係
、
精
神
的
な
悩
み
な
ど
も

視
野
に
入
れ
て
、
治
療
方
針

を
立
て
、
必
要
が
あ
れ
ば
診

療
科
別
の
専
門
医
を
紹
介
し

ま
す
。
専
門
的
な
治
療
を
終

え
た
後
も
引
き
続
き
診
て
く

れ
ま
す
。

　
病
気
の
治
療
だ
け
で
な

く
、
予
防
か
ら
終
末
期
ま
で

継
続
的
に
患
者
さ
ん
を
診
た

り
、
地
域
の
健
康
や
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
る
頼
り
に
な
る

専
門
医
で
す
。

西
村
医
師
か
ら
の
メッ
セ
ー
ジ

　「
か
か
り
つ
け
を
一
本
に

ま
と
め
た
い
」、「
解
決
で
き

な
い
問
題
が
色
々
あ
り
困
っ

て
い
る
」、「
訪
問
診
療
に
つ

い
て
話
を
聞
き
た
い
」
な
ど

気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

西村 涼西村 涼医師が医師が日本専門医機構日本専門医機構
総合診療専門医認定試験総合診療専門医認定試験にに

　　　　 　　　　 合格合格しましたしました

社員総会告示
社会医療法人

道北勤労者医療協会
第75回定時社員総会
⃝日時
　2026年３月21日（土）
　午後２時開会
　（１時30分より受付開始）
⃝会場
　�道北勤医協一条
　クリニック３Ｆ会議室

（旭川市東光１条１丁目）
⃝議題
　2026年度予算について

(3) 2026年3月 第599号道 北 の 医 療



2026 ３月 道北勤医協まちづくり交流館
旭川市東光１条１丁目４-20 電話 0166-34-2195

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

啓明卓球
（13：30）

ベーシック
ヨーガ
（10：00）
フォーク
ダンス
（14：00）

健康体操
（10：00）

麻雀
（9：30）

太極拳
（10：30）

08 09 10 11 12 13 14
モルック
（9：30）

編物手芸
（10：00）

椅子ヨーガ
（14：00）

ただいま
食堂
（12：00）

手話教室
（10：00）

15 16 17 18 19 20 21

啓明卓球
（13：30）

ベーシック
ヨーガ
（10：00）
フォーク
ダンス
（14：00）

健康体操
（10：00）
カーリンコン
中止

麻雀
（9：30） お休み

22 23 24 25 26 27 28

編物手芸
（10：00）

29 30 31
ただいま
食堂
（11：00）

まちづくり交流館・行事予定まちづくり交流館・行事予定
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クロスワードパズルクロスワードパズル 443

① ② ③ ④

⑤ ⑥

⑦ ⑧

⑨ ⑩

⑪

⑫

新学期に向けて準備を。
ヒ
ン
ト

ユワク カト
ナ カンア

アゲハ ツ
イ ナワバリ
サイム キリ
イ ケガ ク

クロスワードパズル１月号解答

ヨ
コ
の
か
ぎ
？

①�

過
去
の
悲
惨
な
○
○
○
か

ら
学
び
、繰
り
返
さ
な
い
。

平
和
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

④�

む
な
し
く
○
○
。
小
さ
く

○
○
。

⑤�

昔
か
ら
の
願
掛
け
の
一

つ
。
お
○
○
○
○
参
り
。

⑦
○
○
唐
使
。
○
○
隋
使
。

⑨
体
温
を
計
る
こ
と
。

⑪
き
め
が
細
か
い
こ
と
。

⑫�

「
虎
杖
」。こ
の
植
物
に
入

っ
て
い
る
虫
は
渓
流
釣
り

の
餌
に
も
な
り
ま
す
。

タ
テ
の
か
ぎ
？

②
○
○
○
が
漂
う
。

③�

○
○
に
入
る
。
○
○
が
狭

く
な
る
。

④�

英
語
で
はand so on

や

etc.

が
よ
く
使
わ
れ
ま
す
。

⑥�

目
立
た
な
い
、
は
っ
き
り

し
な
い
意
味
。
○
○
○
だ

色
。

⑦�

二
十
四
節
気
の
一
つ
。
今

年
は
３
月
５
日
。

⑧�

○
○
原
発
、
○
○
核
、
○

○
戦
。

⑨
○
○
○
表
明
。決
心
す
る
。

⑩
見
当
違
い
。○
○
○
違
い
。

＝
応
募
方
法
＝

　
２
重
マ
ス
の
字
を
組
み
合

わ
せ
て
、
あ
る
言
葉
（
ヒ
ン

ト
参
照
）を
作
っ
て
下
さ
い
。

　
ご
応
募
は
ハ
ガ
キ
、各
院
所

に
あ
る「
応
募
用
紙
」、Ｅ
メ
ー

ル
で
答
、氏
名
、郵
便
番
号
、

住
所
を
記
入
し
て
お
送
り
下

さ
い
。抽
選
で
20
人
の
方
に
図

書
カ
ー
ド
を
お
送
り
し
ま
す
。

◆�

締
め
切
り
日
　
３
月
末
日

＝
あ
て
先
＝

〒
０
７
８
―
８
３
４
１
　

旭
川
市
東
光
１
条
１
丁
目
４

番
20
号
　
道
北
勤
医
協
本
部

地
域
健
康
部

〈
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
〉

tom
onokai@

dohoku-
kinikyo.or.jp

１
月
号
の
答
え
は
七
草
が
ゆ
。

応
募
総
数
は
１
２
４
通
（
ハ

ガ
キ
59
通
・
メ
ー
ル
65
通
）

　

＝
当
選
者
＝
20
人（
敬
称
略
）

阿
部
三
重
子
、市
丸
栄
美
子
、

小
野
優
子
、片
山
秀
子
、佐
々

木
い
ず
み
、柴
崎
智
枝
、志
水

由
紀
子
、林
豊
枝
、松
本
知

昭
、森
田
純
子
、山
田
通
孝
、

山
中
和
義（
以
上
、旭
川
市
）、

九
谷
ち
ひ
ろ（
当
麻
町
）、谷

口
美
和
子（
下
川
町
）、髙
取

康
子（
士
別
市
）、秋
葉
喜
美
、

種
村
裕
香
、馬
庭
千
秋（
以

上
、稚
内
市
）、田
村
一（
利
尻

町
）、松
浦
英
子（
札
幌
市
）

70
才
に
し
て

旭
川
市
　
佐
藤
　
光
子
さ
ん

　
70
才
に
し
て
麻
雀
を
覚
え

ま
し
た
。
手
指
の
運
動
、
頭

の
体
操
？
　
友
と
の
お
し
ゃ

べ
り
（
笑
）。
お
か
げ
で
一

日
が
楽
し
く
、
食
欲
も
つ
い

て
不
眠
症
も
治
り
、
ぐ
っ
す

り
眠
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。寝

正
月

旭
川
市
　
坂
井
　
勝
さ
ん

　
年
末
、
得
体
の
知
れ
な
い

高
熱
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
熱

が
下
が
ら
ず
、
体
全
体
が
ガ

タ
ガ
タ
震
え
、
寝
て
も
い
ら

れ
ま
せ
ん
。
即
、
か
か
り
つ

け
の
一
条
通
病
院
に
入
院
と

な
り
ま
し
た
。
正
月
休
み
の

は
ず
の
お
医
者
さ
ん
や
看
護

師
さ
ん
に
面
倒
を
か
け
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
手
厚
い

治
療
や
看
護
の
お
陰
で
無
事

退
院
で
き
ま
し
た
が
、
今
年

は
文
字
通
り
の
「
寝
正
月
」

に
な
り
ま
し
た
。

ペ
ッ
ト
ロ
ス

旭
川
市
　
福
屋
　
み
ゆ
き
さ
ん

　
去
年
の
晦
日
、
愛
猫
が
急

逝
し
ま
し
た
。
朝
は
旺
盛

に
ご
飯
も
食
べ
て
い
ま
し
た

が
、
午
後
に
呼
吸
が
荒
く
な

り
、
病
院
に
連
れ
て
行
っ
て

救
命
措
置
も
し
て
も
ら
い
ま

し
た
が
、
あ
っ
け
な
く
死
ん

で
し
ま
い
ま
し
た
。
13
歳
、

子
猫
の
頃
か
ら
病
気
持
ち
。

最
近
で
は
目
も
見
え
な
く
な

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も

懸
命
に
生
き
て
い
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
は
ペ
ッ
ト
ロ
ス
が

続
き
そ
う
で
す
。

築
い
た
歴
史
が�

�

大
き
く
後
戻
り

富
良
野
市
　
佐
々
木
　
優
さ
ん

　
人
間
は
他
の
動
物
と
は
違

い
弱
肉
強
食
で
は
な
く
、
長

い
歴
史
を
経
て
平
和
と
自

由
、
民
主
主
義
を
掲
げ
て

人
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
圧
倒
的
な
経

済
力
と
軍
事
力
で
力
に
よ
る

支
配
を
強
め
よ
う
と
す
る
一

国
の
リ
ー
ダ
ー
が
い
ま
す
。

私
た
ち
は
無
力
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
無
関
心
で
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。
人
類
の
歴

史
を
何
百
年
も
後
退
さ
せ
る

暴
挙
を
絶
対
に
許
し
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
今
こ
そ
日
本
国

憲
法
を
生
か
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
で
す
。

読
者
の
皆
さ
ま
へ

　
本
紙
記
事
の
ご
感
想
や

ご
意
見
、
皆
さ
ま
の
日
常

の
出
来
事
、
絵
手
紙
な
ど

の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ

ズ
ル
の
応
募
と
一
緒
に
お

寄
せ
下
さ
い
。
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
方
に
は
図

書
カ
ー
ド
を
お
送
り
し
ま

す
（
編
集
部
）

旭
川
市
　
藤
原
　
邦
彦
さ
ん

旭
川
市
　
片
貝
　
宏
子
さ
ん

看護師看護師さんさんををご紹介下ご紹介下さいさい！！
　私たちは、民医連の理念である、いつでも、どこでも、
だれもが安心できる無差別平等の医療・介護の灯をたやす
ことなく歩みを進めています。
　道北勤医協の医療・介護の事業所は、医師をはじめ多く
の職種がチーム医療で患者さん、利用者さんに接していま
す。何でも気軽に話し合える明るい職場です。ご家族、お
知り合いで私たちと一緒にがんばっていただける看護師さ
んをご紹介下さい。どうぞよろしくお願いいたします。

看護職員募集
（正職員）

■募集資格：正看護師
■業務内容：�病棟（３交代）
■勤務場所：道北勤医協一条通病院
■給 与：�当協会規定に準ずる　（定期昇給　年１回）
　　　　　　（賞与年３回）
■諸 手 当：準夜・深夜手当
■待 遇：�各社会保険完備、交通費規定支給、住宅手当、家族

手当、越冬手当、病棟看護師手当、勤続加算、有休、
夏季休暇、リフレッシュ休暇、共済制度あり

■面 接：随時
※詳しいお問い合せについては下記にご連絡ください。
担当：道北勤医協　看護部　（担当：八重樫）
電話：0166-33-1117

お知り合いの

(4)2026年3月 第599号 道 北 の 医 療


